テンプレート Ver. 1.0
Medical Imaging Technology投稿用テンプレート

山田　太郎*1，鈴木　次郎*2
要旨

これはMS-WORDで原稿を作成する際のテンプレートです．まず，この部分に400字以内で和文要旨を書いてください．ただし本文が英文の場合は要旨も英文とし，本文の後に和文要旨を書いてください．

キーワード：テンプレート，フォーマット（和文キーワードを書いて下さい。５語以内）
1. はじめに

　MS-WORDのファイルで論文投稿される方はこのフォーマットにしたがって原稿を作成してください．なお、この書式は変更しないでください（フォントの大きさ、ページサイズ、段組、文字領域、行間、余白など、このスタイルを守ってください）

　著者の所属，住所，電子メールアドレス等を１ページ目の左下に書いてください．テキストボックスを使うと便利です．このスタイルファイルではテキストボックスを用いています。テキストボックスの使い方はwordのヘルプなどを参照してください。テキストボックスは左下隅に置いてください。テキストボックスは入れる文字数に応じて広げられます。ただし横方向（段の幅）にはのばさないでください。テキストボックスがうまく所定の位置に入らない場合は、まずテキストボックスを選び、マウスの右クリックでメニューを出し、下から２番目のオートシェイプの書式設定を選び、その中のレイアウトを選んで、四角を選ぶとうまくいきます。

　ＪＡＭＩＴ大会抄録執筆の場合・・・従来、抄録のページ数は2ページ以内に限られていましたが、今年については抄録のページ数を原著論文なみのページ数（最大10ページ）まで認めることとしました。このような"抄録"にやや加筆してさらに完全なものとし、あるいはそのままでも論文として投稿できることを狙いとしております。この論文に対しては、従来どおり査読がなされますが、早めに出版できるように考えております。

2. 本文の書き方

　本文は原則として2段組（1行あたり約21字）でお書きください．ただし，図表の配置などの関係でうまく行かない場合は，1段組みでも構いません．その場合は1行あたり約42字でお書きください．また、本テンプレートはA4サイズです．

[image: image2.wmf]　ファイルのサイズは２Mバイトを上限とします。

1) フォントについて

 用いるフォントは原則としてこのテンプレートに倣ってください．以下のようなルールになっています．

フォントの種類：

　和文は見出しのみMSゴシック（太字），その他は明朝体．英文はすべてTimes New Romanとしてください．

フォントのサイズ：


タイトル　16ポイント


著者名　14ポイント


要旨　9ポイント


本文　10ポイント

2) 図表について

　図表の番号はFig. 1, Table 1などとし，キャプションおよび図表中の説明は英文でお願いします．次頁の例を参考にしてください．

　デジタルカメラやスキャナから図を取り込む場合の解像度の目安は、だいたい300dpiです。もちろん、図の大きさにもよりますので、文字などが十分判別できるように、適宜行ってください。（論文の場合、印刷時に図が判別しにくい場合には，高精細な図を別途お願いすることがあります）

図はカラーでも結構です。ただし、論文として投稿したものは、印刷の時点で原則としてモノクロになります。カラー印刷の場合は別途費用が発生します。

　2段にまたがるような大きな図がある場合，２段組の文章と混在させて原稿を作るのが難しいかもしれません．このような場合は，前述のとおり１段組で本文を書いていただいて結構です．また、図がうまく所定の位置に入らない場合は、まず図を選び、マウスの右クリックでメニューを出し、下から２番目のオートシェイプの書式設定を選び、その中の

レイアウトを選んで、四角を選ぶとうまくいきます。いろいろ、工夫してみてください。

　

3)ハイパーリンクの利用

　このスタイルファイルは基本的に冊子形態の論文誌または抄録集をイメージして作成されています。しかし、URLを記載することで読者の理解を深めるならば、その利用も可とします。ただし、そのURLをクリックしたときに、「そのコンテンツが不明」というような一時的なコンテンツにはリンクを貼らないでください。あくまでも、永続的に存在するURLに留めてください。


Fig. 1 Example of figure. Figure caption and words in the figure should be written in English.

Table 1 Size of font used in each part of paper.

	Part
	Font size (point)

	Title
	16

	Author
	14

	Abstract
	9

	Body
	10


4) 数式について

　数式は原則として，MS-WORDに組み込まれている数式エディタを使ってください．以下にサンプルを示します．

　
[image: image1.wmf])

(

)

(

)

|

(

)

|

(

y

y

y

p

p

p

p

l

l

l

=



    (1)

数式には右隅に番号をつけてください．

5) 参考文献について

 文献は文中で引用された順に番号を付けることとし，かぎカッコで〔1〕，〔2〕，〔3〕などと記載してください．

　著者名は3名までとし，以下はet al または他，としてください．

　雑誌はこのテンプレートの例の〔1，2〕に倣ってください．

　著書は和・英文ともに，著書名，書名，巻数（版数），発行社名，発行，地名，発行年（西暦），頁，の順に記載し，分担執筆の場合，分担者が明記してある場合はこれを記載してください．このテンプレートの例の〔3，4〕に倣ってください．

3. まとめ

　以上，本テンプレートにしたがって原稿作成をお願いいたします．不明な点に関しましては、

yuasa@yz.yamagata-u.ac.jp
（投稿担当　山形大　湯浅）

まで、ご連絡ください。

文　献

〔1〕 田中栄一：解析的3次元再構成． Med Imag Tech 18:33-39, 2000

〔2〕 Ogawa K, Harada Y, Ichihara T et al: A practical method for position dependent Compton-scatter correction in single photon emission CT. IEEE Trans Med Imag 10: 408-412, 1991

〔3〕 岸上義彦，橋本良夫：画像解析と細胞診．辻内順平編：応用画像解析，共立出版，東京，1981, 198-210

〔4〕 Muehllehner G: Scintillation Camera Collimators. In: Nucelman S, Patton DD eds. Imaging for Medicine Vol. 1. Plenum Press, New York & London 1980, 77-87

Template for Medical Imaging Technology

Taro YAMADA*1, Jiro SUZUKI*2
*1 University of Tsukuba
*2 Medical Imaging Laboratories, Ltd.

Write the abstract of the paper in this area in 200 words. If the paper is written in English, write the abstract in Japanese.

Key words: Template, Format　(maximum  5 words)

――――――――――――――――――


*1 筑波大学大学院システム情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻


[〒305-8573 つくば市天王台1-1-1]


e-mail: sample1@virtual.tsukuba.ac.jp


*2 ㈱医用画像研究所


投稿受付：2003年1月31日








_1070872358.unknown

